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内容 

・研究者のキャリアパス 
 
・テニュアトラックの実際 
 
・テニュアトラックに至るプロセス 
 
・日米のテニュアトラックの違い 



研究者のキャリアパス 



学位取得 

企業 

大学・研究所などの 
専任ポスト（テニュア） 

テニュアトラック 
大学・研究所などの任期付ポスト 
（ポスドク・特任助教など） 
（海外含む） 



学位取得 2000. 1 

国内ポスドク ２年７か月 
（CREST） 

テニュアトラック 2011. 4- 

テニュア獲得？！ 

海外ポスドク ８年５か月 
（HFSP fellow, NIH grant） 

・この間、ボスがテニュアトラックからテニュア獲得 
・自分はジョブポストに７８件応募 

私のこれまでのキャリア 



テニュアトラック ポスドク 

・PI である 
 
・単年契約 
（テニュアトラック期間中の 
 身分保証） 
 
・次がある 
 
・グラント獲得が次ステップ 
 への条件 
 
 
・大学からのサポート有 
 
 
研究  ５０－７０％ 
教育他 ３０－５０％ 
 

・PI ではない 
 
・単年契約 
（次年度の保証は 
 場合による） 
 
・次はない 
 
・グラント獲得は必須でない 
（取るに越したことはないが 
 次への保証はない） 
 
・PI からサポートされる 
 
 
 研究 １００％ 
 

テニュア（専任） 

・PI である 
 
・終身契約 
（任期・更新有の場合も） 
 
 
・次はいらない 
 
・基本的に全て自前 
 
 
 
 
 
 
研究 ３０－５０％？ 
他  ５０％以上？ 
 



テニュアトラックの実際 



・育成された教
員の支援 

・責任ある運営体制 

・高い審査の透明性 

公募採用時：  

 年次業績評価時： 

奨励教員審査時： 

学長の指揮の下、各副学長がテニュア
トラック制に関わる委員会を主導 
医学部では基礎医学系、理工系学部で
は重点研究分野に絞り採用 

海外・学外委員複数名の意見を反映 

他学部・他研究科委員を委員会に招聘 

外部委員を複数名招聘 

（メンター→業績評価者とならない） 

配属予定学部長以外の学部長・研究科長が
審査に関与（研究業績＋人物像） 

研究の環境・人的支援を 

一定期間継続 

運営制度 



・研究スペース： 36 m2 

 

・スタートアップ資金：500 万円 

 

・研究資金：300 万円（初年度） 

 

・利用可能な共通機器：研究所内各種機器を中心に支援 

 

・研究補助員 1 名 

 

・メンター教員（専任教員）やサポートスタッフによる支援 

 

・支援センター技術職員による技術支援や事務部門によるサービスの利用が可能 

「募集要項記載」の条件・待遇（東海大学の場合） 

広島大 50 m2  遺伝研 140 m2 

広島大 1000 万円  遺伝研 3000 万円 
          （５年分の研究費込？） 

広島大 200 万円／年   



実際の状況 

・研究スペース  交渉次第（現在居室約 50 m2 ＋ 実験室約 50 m2） 
 
  他に動物飼育スペース 
 
・研究費  初年度 300 万、次年度より 50 万ずつ減額して支給 
 
  公的資金の他、大学関連財団などへの応募資格あり 
 
・人的支援  ポスドク１名 研究補助員１名 
 
  （その他、現在学生６名所属） 
 
・授業義務はないが、希望により年間１０コマ程度の講義が可能 
 



１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

准教授 
講師等 

他機関へ
の転出 

●海外交流経験
（２～４年目） 

●関連分野の教育経験（FD） 
啓発授業等企画 

●建学の理念、研究者倫理、 
    知財マインドのマスター 

● 国際競争力の 
   ある研究能力開発 

●研究室・学会等運営能力開発 

学部等における「専任」採用 
（大学奨励教授・奨励准教授） 

審
査 

審
査 

テニュア 
教員 

準テニュア 
レベル教員 

国際競争 
レベル研究者 

Educational skill 
Management skill 

Ethics 

Competitive,  
global  

research skill 

人材育成の年度取組 



テニュアトラックに至るプロセス 



国際公募 



１０－１２月 
 
公募・書類審査 
 
(English) 

１月中旬－下旬 
 
一次面接（４－６名） 
 プレゼンテーション約２０分 
 質疑応答 約３０分 
 
 (Closed, English) 

２月下旬 
 
二次面接 約２０分 
 学長、副学長など 

３月上旬 
 
内定通知 

４月１日 
 
着任 

テニュアトラック応募から着任までのプロセス（東海大学の場合） 



応募時のスペック 

所属：Stanford University, Department of Neurobiology 
身分：Research Associate 
年齢：４０歳（学位取得後１０年１０か月） 
論文：１７報 内 first author ８報 （CNS なし） 

「博士の学位を有し、国内外の大学における助教、ポスドク、あるい
は同等職歴の経歴を有し、かつ、主要な研究成果を挙げた者で、原則、
着任時点で学位取得後10年以内の者とする。」 

どんな人が応募できるのか 

「文部科学省の平成25年度テニュアトラック普及・定着事業による
補助対象となる予定のため公募締切時点において４０歳未満であるこ
と。但し、医学、獣医学などで臨床研修の経験を積んだ者は４３歳未
満とする。」 



日本とアメリカのテニュアトラックはどう違うのか 



一次面接： 
各候補者に２日間かけ、プレゼンだけでなく学部内外の教員・ 
ポスドク・大学院生と面接 

９－１１月 
公募 
（100-300 人） 

１２－３月 
一次面接 
（4-6 人） 

４－５月 
二次面接 
（1-2 人） 

５－７月 
内定 

９－１２月 
着任 

テニュアトラック応募から着任までのプロセス（アメリカの場合） 



アメリカ 
 
・テニュアを取るにはテニュアトラックを通らなければならない 
 
・テニュアトラック採用時にふるいにかける（競争率は１００－３００倍！） 
 専任ポストは初めから用意されている（テニュア獲得率は８０－９０％（例外有）） 
 
・年齢制限はない（あったら違法） 

日米のテニュアトラックに対する考え方の違い 

日本 
 
・直接テニュア（専任）ポストへの道がある以上、 
 テニュアトラックはその下に位置する 
 
・テニュアトラックの５年間でふるいにかける 
 その間に専任ポストを準備する 
 
・年齢制限がある 



情報の共有が重要！ 




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20

